
(6)桂 川・相模り|1流域 シンポジウム

1	 開催の趣旨

現在、流域の環境保全を図るための行動計画となる「アジエンダ21桂川 。相模川」

を策定 し、これを推進するため、残された課題に係る議論を重ねているところです。

この環境保全問題に関 して、広 く流域に関わる、市民・事業者 。行政とともに情報交

換や交流を深めながら、こうした活動の内容を深め、これから行動していく方向につい

て、共通認識を持っていただくことを目的としてシンポジウムを開催しました。

今回のシンポジウムでは、「飲み水」に注 目し、『清 く豊かに川は流れる～飲み水から

桂川・相模川流域を考える～』と題 して安全性や水質の変化などについて、専門家を交

えてパネルディスカッション・フロア討議などを行いました。

2	 開催日・場所 2000年 11月 23日 (木)	 寒川町民センター

2	 概要

主 催 者 あ い さ つ						 河西	 悦子 (桂川 。相模川流域協議会代表幹事)

寒川町より歓迎のあいさつ				 玉木	 光男 (寒川町助役)

山梨県・神奈川県知事メッセージ披露

湘南地域における市民の活動紹介	 赤羽興三郎 (湘南地域協議会代表代行)

基	 調	 講	 演 村瀬	 誠 (墨 田区環境清掃部環境保全課)

アトラクション『ハーモニカ演奏』 片倉広義、片倉義人

パネルディスカッション・フロアー討議

コーディネーター	 田中	 充 	(環境 自治体ア ドバイザー)

パネラー 	 井上	 駿 	(有機農業推進協会副理事長)

(50音順)	 岡本	 恒次 (神奈川県企業庁水道局寒川浄水場浄水課長)

篠田	 授樹 (都留市 :桂川をきれいにする会)

田端	 裕 	(大磯町 :こ またん)

泊瀬川 学	(藤沢市環境管理課参事)

三澤	 孝道 (共生食品	 代表取締役)

綿貫	 知彦 (東京家政大学教授)

宣言文採択 桑垣美和子 (桂川・相模川流域協議会代表幹事)

展示協力団体 (50音順)・ ……「生きのこれ川」の応援団、カーカネットの会、かたくりの会、

桂川をきれいにする会、桂川・北都留地域協議会、共生食品機、

近隣の緑地を歩いてみる会、小出川に親しむ会、COOPや まなし、自然丸石けん、

自主調査研究グループ「菜の花」、女性いきいきアドバイザー、

石けんグループ「しゃぼん湘南」、つみかごの会、平塚の自然を守る会、

藤沢市石けん推進協議会、鳩川・縄文の谷戸の会、鳩川・水辺の森の会

主催		 桂川 。相模川流域協議会、同 湘南地域協議会

共催		 建設省京浜工事事務所 (現	 国土交通省京浜工事事務所)

山梨県、神奈川県、平塚市、茅ヶ崎市、寒川町、桂川 。相模川アシ
゛
エング 21市民会議

後援		 環境庁 (現	 環境省)
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実施にあたって

今回のシンポジウムは、当協議会と湘南地域協議会の共同主催で実施されました。企画
の段階から、湘南地域協議会世話人会の積極的な協力により、6月 から毎月のように行わ
れた打ち合わせ会では、実施にあたってのさまざまな提案があり、市民会員、事務局員、

事業担当を併せたチームの取り組み方は、昨年度よリー段と意欲的であったのではないか
と感じられ、とりわけ、講師、パネラーの選定については、候補者が多数提案され、絞り

込みに苦慮するほど。今回のように地域の方たちとの協力態勢により事業が行われたこと

は、今後の事業をするうえでの良い参考事例になったのではないかと思います。

実施内容

総合司会

大蔵律子

1	主催者あいさつ 寒川町より歓迎のあいさつ

3	 山梨県、神奈川県知事メッセージ披露………………・P68・ 69に掲載
4	 湘南地域における市民の活動紹介

湘南地域協議会をはじめ、桂川 。相模川流域で環

境保全に取り組んでいる団体の紹介を活動状況など

を盛り込みながら報告

5	 基調講演…… ………… …・P70～83に掲載

6	 アトラクション

神奈川県立二宮高校2年生の片倉広義 (ア ジア国際

ハーモニカ大会でグランプリ獲得。天才的ハーモニカ

奏者として注目を浴びている)さ んと片倉義人 (パー

カッショニスト、ピァニスト)さん親子によるハーモ

ニカ演奏を堪能
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パネルディスカッション・

コーディネーター

フロアー討議

パネラー

綿貫	知彦

井上	駿

宣言文…・…… ……………… …………P84に掲載

その他

○	 利き水コーナー

流域の各地点の湧き水、水道水の試飲を行い

どの水がおいしかったかアンケー トを採りました。

○	パネル展示コーナー

篠田	 授樹

※紙面の都合で、パネル

ディスカッション・フロ

アー討議の模様は掲載し

ておりませんが、資料を

別途保管しています。ご

希望の方は事務局まで連

絡をお願いします。

８

９

パネラー

岡本	 恒次

泊瀬川 学

三澤	 孝道
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山梨県知事メッセージ

「桂川 。相模川流域シンポジウム」開催に寄せて

本 日ここに、桂川・相模川に関わる大勢の方々が集い、「飲み水」をテーマに「桂川 。相

模川流域シンポジウム」が開催されることはたいへん有意義なことであります。

豊かな自然環境は本県のかけがえのない財産であり、 これ らを次の世代に継承 し、その

恵みを生かした生活の中で、新たな産業や文化を創造 していくことが大切です。物質的豊

かさや利便性を優先させた大量生産、大量消費、大量廃棄といった20世紀型の社会構造や

人々のライフスタイルを見直 し、循環を基調とした持続的発展を可能とする「循環型社

会」への転換が求められてお ります。

「環境首都」の実現を目指す本県においても、様々な課題に取 り組んでいます。環境に

負荷を与えない水の利用もたいへん重要な課題の一つと考えております。容易に利用でき

ると考えられている川や湖の水ですが、地球上の水のO.01%に すぎない貴重なものです。

水は蒸発、降雨という流れのなかで再び私たちのもとに戻 ってきます。私たちが水を使用

することによる環境に与える負荷は、水自らがもつ自然の浄化作用を超えるものであって

はならないと考えております。

また、水を必要 とするのは私たち人間ばか りではありません。川や湖に棲息する魚など

の水生生物や、陸上の動植物にとっても欠 くことができません。地球が水の惑星といわれ

るように、水は地球上の生態系を支える基盤であります。

桂川 。相模川流域の環境保全のためには、市民・事業者 。国や県市町村といった立場を

超え、互いに連携 0協力 しながら、行動計画「アジェンダ21桂川・相模川」のもと、一人

ひとりが率先 して環境にやさしい実践活動を推進 し、将来にわたって水の恵を享受できる

よう努めることが大切であります。

この意味において、このシンポジウムは「水」を改めて見つめ直すよい機会であり、そ

の成果を御期待申し上げるところです。

終わ りに、開催にあたりまして御尽力いただいた寒川町の皆様をはじめ関係者の方々に

感謝の意を表するとともに、本 日参加されました皆様のますますの御活躍をお祈 りし私の

メッセージといた します。

平成12年 H月 23日

山梨県知事、天野	 建	 代読
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神奈川県知事メッセージ

「母なる川」桂川 。相模川について考える、2000年度桂川 。相模川流域シンポジウムが

山梨、神奈川の大勢の皆様のご参加を得て開催されますことを大変うれ しく思います。

相模川は、山中湖を源流として富士山麓の豊富な湧水を集め、桂川となって神奈川県へ

と流れています。古来、流域の人々に豊かな恵みを与え、両県の貴重な水源 ともなってき

ました。

この桂川・相模川の流域環境を保全 し、次の世代に引き継いでいくことは、私たちの責

務であり、神奈川県としても、市町村のご協力をいただいて、これまで、下水道の整備な

ど水質の保全を図るためのさまざまな取組を進めてまいりました。

平成10年に設立された桂川 。相模川流域協議会では、この流域において、環境への負荷

の少ない持続可能な発展を基調とした環境保全型社会を築 くための行動計画となる「アジ

ェンダ21桂川・相模川」を策定 し、上流域と下流域の相互の協力と連携のもと、水をきれ

いにする行動を着実に進めていただいています。皆様の活動に敬意を表するとともに、感

謝申し上げる次第です。

また、本日「飲み水から桂川 。相模川流域を考える」をテーマにシンポジウムが開催さ

れますことは、豊かな流域環境の保全を願う私たちにとって大変心強いことです。本日お

集まりの協議会の皆様、また、広 く流域に係わる市民、事業者の皆様の活発な意見交換を

通 じて、このシンポジウムを実り多いものとしていただき、清 く豊かな桂川 。相模川づく

りに向けて、今後の取組につながるご意見、ご提言をいただければ幸いです。

本日のシンポジウムの開催にご尽力いただきました皆様、ご参加の皆様、 これからも私

どもと共に、子や孫に誇れる桂川 。相模川の流域づ くりを進めてまいりましょう。

平成12年 H月 23日

神奈川県知事、岡崎	 洋
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講師紹介

村瀬	 誠	 むらせ	 まこと

1976年	 千葉大学薬学部大学院製薬科学課修士課程修了。墨田区本所保健所主事。

1982年	 国技館への雨水利用実現に関与。

1994年	 雨水利用東京国際会議実行委員会事務局長。

1996年	 薬学博士。

現在、墨田区環境清掃部環境保全課環境推進係長、東邦大学薬学部非常勤講師、国

雨水資源化学会(IRCSA)都 市問題担当理事、「雨水利用を進める全国市民の会」事務局

長などをつとめる。

平成12年3月 、国連などの主催による
‐
世界水フォーラム

・
(オ ランダ・ハーグ)に

おいて、、雨水利用の招待講演を行うなど、国際講演多数。平成H年5月 放送のNHK
未来派宣言「雨水で都会にダムをつ くります」は、平成12年度のアジア環境映画祭で

入賞、また、墨田区の雨水利用のプロジエク トは、今年度、国際環境自治体が10周年

を記念 して行われた「国際自治体環境賞」の淡水管理部門に入賞 した。

主な著書に「環境シグナル」「やってみよう雨水利用」 (いずれも北斗出版)「都市

の水環境」「環境都市へのこころみ」 (いずれもNHKブ ックス)な ど。

○村瀬	 おはようございます。約 1時間ぐらいおもしろい話をしたいと思います。

皆さん、これおいしい水なんですけれども、今年の3月 に国連、WHOと か、UNEP
とか、ハ ビタットとか、いろいろな国連の各機関と国際水資源

学会などが一緒になって、オランダのハーグで世界水フォーラ

ムがあったんです。私も招待講演でお話をしてきたんですが、

ちょっとおもしろいエピソー ドを紹介 したいと思います。オラ

ンダの王子があいさつが終わった後にコーヒータイムになりま

して、10時 ごろなんですけれども、きれいなテープルにこの瓶

が50本単位ずつ ぐらいず っと置いてあるんです。	 実は瓶の栓が

コルクなんです。 これ見てわかりますが、コルク栓が折れてい

ます。なぜ折れているかというと、あけられなかったんです。

きれいなテーブルにこれがすごく素敵に並べてあったんです。世界からそうそうたる学

者、研究者も来ていますので、日ごろは大学や研究者、大学の先生もいますので、「水が大

事だぞ」とか、そういうのを教えている先生もたくさんいるんですけれども、怒 っちゃっ

て、栓抜きがないんですね。けしからんというわけです。国際会議でコーヒーの後に水を

飲みたいんだということで怒っちゃったんです。かくいう私 もコーヒーを飲んで、水を飲

みたかったんですが、飲めなかったんです。

昼御飯のランチタイムになって、飯を食っていたら、フランスの教授が「ドクター村瀬、

きょう一番いいのは王子のあいさつ じゃないよ、これだよ」 と言うんです。これは実はオ

ランダの学生が考えたんですけれども、この瓶は普通はフランスの高級ワインの入 ってい
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る瓶だったんです。でも中におい しい水が入っています。もちろん飲める水なんですけれ

ども、どうしてこんな仕掛けをしたと思いますか。実はこれ栓が折れちゃっています。み

んな抜こうとしたり、一生懸命引っ張 って折れちゃったんですね。実は世界に今60億 ぐら

い人口がいるんですけれ ども、安全な水を飲める人 口というのは40%ぐ らいなんです。そ

れはほとんど雨の少ないところです。そういうところの人たちというのは簡単に水が手に

入 らないんです。

相模川流域もそうです し、墨田区は江戸川流域、利根川汚し域ですけれども、 日本では蛇

口をひねると水が出るのは当たり前なんですけれども、世界ではそういう常識は通用 しな

いよという話なんです。 この国際会議というのは、世界中60億、将来は 100億 になると言

われていますけれども、そういう人たちの人類の命を救うためにこの水をどうするかとい

うことを考えてほしいんだというメッセージだというんです。なるほどなと思いまして、

「そうか」と言ったら、「それだけじゃだめだ」と言うんです。「もう一本まいったことが

ある」と言うんです。

実はこれ高級ワインだと話 したと思うんです。 もうおわか りだと思うんですけれども、

地域によっては 1万円の高級ワインよりも、たったこの 300CCの 水の方が価値がある。そ

ういうことを考えてほしいんだということのメッセージを出したというんです。私も非常

に感銘 しまして、私も今、大学でちょっと教えていますもので、お土産に持って帰ろうと

思ったら、みんな気がついて、みんな我 も我もと持 っていっちゃいまして 1本 しかないん

です。きょうは皆さんにご紹介 したいと思 って持 ってきたんです。

きょうの私の話は桂川・相模川水系、私の場合は利根川水系ですけれども、基本的な問

題点は同じ問題を抱えてお ります。ある意味 じゃ東京の失敗 といいますか、今までやって

きた水の問題点をお話 しして、ぜひ皆さんの活動に役立ててほしいと思ってきょうはやっ

てまいりました。スライ ドでちょっとお話をしていきたいと思います。

今、水の話を しましたけれども、水のもとというのは実はほとんど当たり前のことかも

しれませんけれども、雨水なんです。実は雨の降らないところというのはそこから非常に

厳 しいわけです。安全で衛生的な水なんてまず得 られないわけです。象徴的な例ですけれ

ども、今スライ ドに写っていますのは去年仕事で行 ってきたんですが、ペルー、 リマ。 日

本の東京にあた ります。 ところが、ちょっと離れますと、ほとんど砂漠地帯になるんです

けれども、人が住んでいますが雨がないんです。大体この辺の相模川流域ですと 1,500

ミリから 1,700ミ リ降ります。東京でも 1,400ミ リの雨が降 ります。 しか し、このペルー

のリマは 1年間に2ミ リなんです。雨がほとんど降 らない。つまり水がない。ですから、

1日 の一人当りの使用水量が大体10リ ッター。我々が トイレを一回流すのが13リ ッター

から15リ ッター。非常にハンディーですよね。そこで生きていかなきゃいけないと。

そこで、このスライ ドにあるシステム。実はこれはカナダのプロジェク トが導入 して、

比較的成功 している例なんですけれども、霧を収集するシステムなんです。我々は海が近

いと水が蒸発 して雨がたくさん降ると思いたいわけですけれども、実はペルーのリマの周

辺海域というのは、フンボル ト海流が流れているのですが非常に冷たい海流で上昇気流が

起きないんです。ですから、ほとんど雨がないんです。霧が出るんです。その霧をつかま

える装置なんです。

こういうふうにぽたぽた水がカメに入 っていきますけれども、地面の地下に素焼きのカ
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メが埋めてありまして、そこにためて飲料水 もしくは農業用水に使うわけです。ですから、

世界ではたった一粒の雨で生きている人がいるという、この事実なんです。

それに対 して日本というのは私は本当に幸せなところだと思います。年間通 じて雨が降

ります しね。私の墨田区は葛飾北斎という人が生まれたところなんですけれども、彼はた

くさん雨の風景の絵をかいているんです。 これは広重だったと思いますけれども、いわゆ

る江戸時代、雨のたくさん版画があるわけです。晩年ゴッホにもたいへん大きな影響を与

えたと言われていますけれども、「ひまわ り」 とか、彼の絵の原点は一つ浮世絵にあると、

こういう絵にあるわけですけれども、雨が多いんです。これは日本のまさに雨の文化とい

いますか、我々もともと日本人の感性 も雨にはぐくまれてきたと思うんですけれども、ま

さに雨があってこそ、命があるわけです。我々はそういう非常に幸せな地域に生きている

んだという、改めて世界を仕事 しています と感 じます。

きょうのお話のテーマは、雨。都会では雨はす ぐに下水道に消えて しまうし、蛇口をひ

ねりさえすれば勢いよく水が出て、快適な生活が送れるので、雨といわれてもなかなかぴ

んと来ないです。どうも水道水が危ないというと、すぐ今度は水道水を飲まないでおい し

い水を買えばいいだろうと何か短絡的な対応になっちゃうんですけれ ども、きょうは蛇 口

の向こう側の雨のことを考えてみたいと思うんです。

今、蛇日から水が出ておりますけれども、あれは H20じ やないわけです。	H20と いうの

は水ですけれども、もっと正確に言えば雨水です。私の東京の場合ですと、利根川の上流

に降 った雨水。皆さんの寒川ですか、取水 日から水道水が来ていますけれども、もとは山

中湖で、これは富士山に降った雨水が しみ込んで、非常に長い年月かけて出てきて、それ

を皆さんが相模湖で途中で受けて飲んでいるわけです。

そういうふうに考えますと、基本的にはみんな雨水なんです。つまり、雨水の循環の中

で私たちは生か してもらっているわけです。でもなかなかそれが見えないんです。そこに

大きな落とし穴があるような感 じがするんです。東京もそうですけれ ども、下流に大きな

都市ができます。そういう下流の都市の人たちというのはほとんど雨が見えませんから、

蛇口から出る水 しか興味がなくなっちゃうんです。ますます雨と乖離 している状況が今あ

ると思います。

ちょっと後ろの方は見づらいかもしれませんけれども、東京の水道 と水源と書いた写真

ですけれども、ずっとたくさんああやってダムをつくってきたんです。グリーン色が全部

ダムです。一番下の方に相模川 と。きょうの本題にも入 りますけれども、実は東京都も一

部相模湖から水をもらっておりまして、長沢浄水場まで引っ張ってきています。こういう

ことをしなきゃ東京がやっていけないような状況になってきています。昔は多摩川のダム

1個だけだったんです。小河内ダムという。それが昭和39年 の東京オ リンピックで大渇水

にな りまして、国会でも大問題になって、とにかくどこかから水を引 っ張ってこいという

んで、利根川から引っ張ってこようということで、水源をシフ トして水源を広域化 したこ

とで一定の成功は得たわけです。その後、東京の一極集中が加速 し、 どんどん人口が膨 ら

んできたわけです。 しかし、利根川上流には、もう巨大なダムをつ くる余地がありません。

今年はよかったんですけれども、東京は六、七年ごとに渇水になります。来年あたり危

ないかもしれません。気象学者といろいろ議論 していても、最近の気象はよくわからんと

言うんです。毎年異常になっちゃうと言うんです、最近はですね。例えば東京を例に出し
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